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1.病棟

2.外来

①肝炎検査施行者に肝炎シールを
配布し、肝臓病の方には肝臓手
帳による自己管理を指導

②生涯飲酒歴聴取
③サルコぺニア評価
握力測定・In body測定

④肝臓病教室
⑤公開講座・セミナーの案内

①服薬指導
②生活習慣への介入
③肝炎検査の必要性の周知
④各種セミナーの案内

病院全体として

医療安全管理部と検査部
と連携し、院内のウイルス
感染者のリストを作成し、
コーデイネーターが肝臓専
門医と協力し、掘り起こし
を行う

院内の活動
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院内の活動

•病院全体として

医療安全管理部と検査部と連携し、院内のウイルス感
染者のリストを作成し、コーデイネーターが肝臓専門
医と協力し、掘り起こしを行う



活動内容

• 毎日、院内のC型抗体陽性者の確認

• カルテで治療経過を確認

• ➡RNA測定（必要か不要か）

• ➡理由（SVR後・当院フォロー中・他院肝臓専
門医フォロー中・重症患者・その他）

• ➡肝臓専門医に報告、相談

• ➡主治医に連絡

• ➡RNA測定の確認

• ➡治療介入

活動内容



肝臓手帳











1.病棟

• ①肝炎検査施行者に肝炎シールを配布し、肝臓
病の方には肝臓手帳による自己管理を指導

• ②生涯飲酒歴聴取

• ③サルコぺニア評価

• 握力測定・In body測定

• ④肝臓病教室

• ⑤公開講座・セミナーの案内

院内の活動



2.外来

• ①服薬指導

• ②生活習慣への介入（体重管理）

• ③肝炎検査の必要性の周知

• ④相談窓口

• ⑤各種セミナーの案内

• ⑥必要時、MSWとの連携

院内の活動



• 60歳代 男性

• 背景： 一人暮らし

• 服薬指導を実施（ｿﾊﾞﾙﾃﾞｨ+ﾚﾍﾞﾄｰﾙ）

• 服薬確認のため、外来から毎日電話を行うこと
にした。

• 治療開始後約10日目：脱水で臨時受診

• 治療開始後18日目：動けずに救急車で来院し脱
水、低Na血症で入院。「あんたからの電話を
待っていた。」と話した。

事例紹介



問題点と問題点と対策対策

服薬アドヒアランスのマイ
ナス因子

①キーパーソンの不在

②不規則な生活

③仕事との両立が困難

④病識不足

⑤理解力不足（副作用な
ど）

⑥飲酒

⑦高齢者・認知症

服薬アドヒアランスを向上
させるため

Ⅰ生活背景の把握・ライ
フスタイルの考慮

Ⅱ不安や困っていること
などを、相談できる窓口
があること（肝炎医療
コーディネーター）

Ⅲ禁酒

ⅣMSWとの連携・ケアマ
ネとの連携

服薬アドヒアランスの

マイナス因子
服薬アドヒアランスを向

上させるために



1.肝臓学会主催 市民公開講座 2.肝炎シールの普及

3.別府地区での活動 4.院外・眼科との連携

拠点病院外の活動

新別府病院 別府医療センター



地域肝炎医療コーディネーターの活動

地域肝炎治療コーディネーター研修会における各施設間の情報共有

 専門病院型：院内における非専門科の陽性患者の
把握と院外のかかりつけ医との連携

 検診保健師型：
肝炎シールの活用と無料検査の推進
日本肝炎デーに合わせ、啓発

 一般病院クリニック型：
陽性患者の把握と専門医への紹介

 行政保健師型：
受診勧奨、生活指導

 透析クリニック型：
肝炎患者の把握が進んでおり、新規
薬剤による治療促進等の情報提供

 拠点病院型：院内のシステム作りと県内の連携

肝炎医療コーディネーターの活動が
地方紙に掲載されました。
平成30年2月12日 大分合同新聞

平成30年1月25日第16回研修会



活動して良かった点、今後の取り組み

第16回肝炎医療コーディネーター研修会アンケートより抜粋

• 様々な職場の話を聞いて、肝炎について学ぶことが多かった。
• 他施設のコーディネーターとしての働きが聞けたこと、肝炎専門病院

として取り組んでいることが聞けたので参考にして今後働きます。
• 受診を勧める、行政の関わり方の大切さ、工夫する。
• 掘り起こしがなかなか難しい。形ができている所が増えた気がしました。
• 肝炎検査陽性者に電話をかけているが、主治医が受診を促しているかはわ

からない。今後はそういったところまで関わっていけたらと思う。
• まず、地域、病院で患者を掘り起し、専門医への紹介、治療をすることの

大切さを知った。
• やはり医師の全面的な理解と協力が必須だと感じた。

【今後、取り組みたいこと】
 拠点病院におけるコーディネーターの役割の明確化
 院内肝炎掘り起こしシステムの稼働をサポートする
 入退院の多い、肝硬変・肝がん患者をコーディネー

ターとしてどのようなサポートできるか？
 肝炎治療後の管理の必要性の啓発
 肝炎シール・肝臓手帳の普及
 他科との連携


